
開校当初の校舎
～当時の新聞(昭和35.8.3 )～

創立50周年記念式典アトラクション
 (住吉うしお樽ばやし) 

合唱（西三川小）

お別れの言葉（笹川分校）

劇（小村小）

工夫を凝らした
アトラクション等の様子

大滝っ子太鼓（大滝小）

　

東
中
学
校
は
、
昭
和
35
年
４
月
に
旧

河
崎
中
学
校
と
旧
両
津
中
学
校(

湊
地
区)

が
統
合
さ
れ
、
新
し
く
「
両
津
市
立
東

中
学
校
」
と
し
て
開
校
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
16
年
の
市
町
村
合
併
に

よ
り
佐
渡
市
立
東
中
学
校
に
校
名
が
改

称
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
、
半
世
紀
と

い
う
大
き
な
節
目
と
な
る
創
立
50
周
年

を
大
勢
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
地
域

全
体
で
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
、
総
勢

5
1
5
7
名
に
達
し
、
地
元
両
津
を
は

じ
め
、
県

内
外
で
活

躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

白
砂
青

松
、
風
光

明
媚
な
砂

浜
に
建
つ

殿
堂
は
、

開
校
当
時
、

「
島
一
番

の
近
代
建
築
」
と
い
う
大
見
出
し
で
新
聞

に
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
モ
ダ
ン
な
校
舎
で
し

た
。

　

詩
人
佐
藤
春
夫
氏
作
詞
に
よ
る
校
歌
は
、

東
中
の
誇
り
で
あ
り
、
50
周
年
記
念
祝
賀

会
で
は
『
朝
日
子
昇
る
米
山
の
そ
の
両
津

市
に
天
そ
そ
り
・
・
・
日
出
づ
る
東
中
学

生
我
等
光
と
な
ら
ん
か
な
・
・
・
わ
が
ふ

る
さ
と
を
我
愛
す
』
を
参
加
者
全
員
で
意

気
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
燃
ゆ
る
東
中
」
を
合
言
葉
と

し
た
部
活
動
で
の
活
躍
や
実
績
は
、
広
く

県
下
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
き
ま
し
た
。

学
習
面
で
も
学
校
経
営
・
学
級
経
営
の
研

究
や
環
境
美
化
の
推
進
校
と
し
て
輝
か
し

い
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
伝
統
や
校
風
は
、
こ
れ
ま

で
の
東
中
生
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
と
と
も

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、

空
ビ
ン
回
収
等

で
惜
し
み
な
い

協
力
や
限
り
な

い
愛
情
を
注
い

で
く
だ
さ
る
保

護
者
や
地
域
と

学
校
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
の

た
ま
も
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
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―
４
８
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西
三
川
小
学
校
、
西
三
川
小
学
校
笹
川

分
校
、
大
滝
小
学
校
、
小
村
小
学
校
が
平

成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
す
る
に

あ
た
り
、
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
な
ご
支
援
に
支

え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
特
徴
あ
る

教
育
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
、
在
校
生
に
よ
る
お
別
れ

の
こ
と
ば
や
校
旗
返
納
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
児
童
た
ち
が
精
一
杯
発
表
す
る
姿

に
、
保
護
者
、
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
も
母

校
を
し
の
ん
で
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
西
三
川
小
学
校
と
笹
川
分
校

は
真
野
小
学
校
と
、
大
滝
小
学
校
、
小
村
小

学
校
は
羽
茂
小
学
校
と
統
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ

新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

輝かしい　　
　　歴史に幕

～4校で閉校式 ～

お問い合わせ

教育委員会学校教育課

☎23-4898

題
字 

渡
邉
剛
忠

佐
渡
市
立
東
中
学
校
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